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システム詳細設定
Cisco Unity Connection管理の [詳細]メニューを使用すると、管理者は、Cisco Unity Connection
でのメッセージや会話など、さまざまな機能やパラメーターに対するシステム全体の設定を管

理できます。

SMPPプロバイダ
SMPPプロバイダは Unity Connectionユーザに SMSメッセージングを提供し、メッセージ通知
を有効にします。
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Conversations
Unity Connectionのすべてのユーザに影響を与えるいくつかのシステム全体の会話設定を構成
できます。

すべてのユーザに会話設定を適用する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[システム設定（System Settings）] > [詳細（Advanced）]を展開
し、[カンバセーション（Conversation）]を選択します。

ステップ 2 必要な会話設定の値を入力し、[保存]を選択します。（各フィールドの詳細については、ヘルプ（Help）
>このページ（This Page）を参照してください）。

会話の設定

会話の設定は以下のとおりです。

• PIN入力カンバセーション中のアクセシビリティ設定：各ユーザーの電話メニューのアク
セシビリティ設定は、ユーザーがボイスメールPINの入力によって認証されるまで有効に
はなりません。

•優先リストのアドレス指定：ユーザーが名前を発声するか、名前の一部を入力することで
受信者にメッセージを送信する際に、一致する名前が複数見つかる場合があります。特定

の受信者を優先するように設定する2つのメカニズムを構成できます。結果をソートし、
検索結果で重みの大きい名前を最初に提供します。アドレス優先順位リストでの名前の保

存方法および保存期間をカスタマイズすることができます。

•アドレス指定と録音の順序：標準の対話をカスタマイズすることができます。この対話で
は、他のユーザーや配信リストにメッセージを送信または転送する際に、ユーザーがアド

レス指定して録音することができます。メッセージまたは紹介を録音する前に、ユーザー

の会話をカスタマイズして、メッセージをアドレス指定することができます。この設定の

変更は、システム全体のすべてのユーザに適用されます。ユーザがメッセージに返信する

ときに、宛先および記録する順序を変更することはできません。

•メッセージがセキュアとしてマークされた場合のユーザーへの通知：メッセージヘッダー
でセキュアステータスをアナウンスするチェックボックスがオンの場合、UnityConnection
はセキュアなメッセージを再生する前に、それがセキュアなメッセージであることを知ら

せるプロンプトを再生します。

ユーザーおよび外部発信者の両方が残すすべてのメッセージがセキュアであるように Unity
Connectionを設定している場合、このチェックボックスのチェックをオフにすることを検討し
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ます。これにより、ユーザーは、メッセージを聞く前にセキュアなメッセージのプロンプトが

聞こえなくなります。

•メッセージが複数の受信者に送信されたときに通知およびメッセージ受信者を一覧表示す
る：カンバセーションをカスタマイズして、メッセージが複数の受信者に送信された場合

に、メッセージを再生する前に Unity Connectionがユーザーに通知するようにできます。

ユーザがメッセージのすべての受信者のリストを聞くことができるように、Unity Connection
をカスタマイズすることもできます。デフォルトでは、この機能はタッチトーンカンバセー

ションに対して有効になっていません。カスタムキーパッドマッピングツールを使用して設

定する必要があります。キーマッピングを構成する方法に応じて、ユーザは、メッセージの

ヘッダー、本文、フッター、またはメッセージ後のプロンプトを聞きながら、適切なキーを押

すと、メッセージ受信者のリストを聞くことができます。

•自動的に追加される代替内線番号:ユーザがプライマリ内線または代替内線番号以外の電
話番号からサインインすると、その番号はユーザの発信者 ID(CPID)履歴に追加されます。
番号が代替内線として追加されると、ユーザはユーザ ID (プライマリ内線)を入力するこ
となく、その番号から Unity Connectionにログインできます。

•通話保留中の待ち時間：通話保留では、電話が取り込み中のときに、Unityが発信者に保
留にするよう要求できます。発信者は、指定した設定に従って、キューに残ります。

•返信または全員に返信時にメッセージステータスを通知する：Unity Connectionは、ユー
ザーがメッセージに返信または全員返信するときに、メッセージステータスを通知しま

す。デフォルトでは、ユーザーがメッセージに返信または全員に返信すると、Unity
Connectionはメッセージの状況を通知しません。

•返信または全員に返信時に受信者リストを発表する：メッセージが複数の受信者や配信リ
ストに送信された場合、受信者には全員に返信するためのオプションがあります。メッ

セージの全員に返信するとき、受信者数が [全員に返信警告が再生されない受信者の最大
数（Maximum Number of Recipients Before Reply-all Warning）]で指定した数未満の場合、
Unity Connectionは受信者リストをユーザーに通知します。

管理者が [応答中にメッセージステータスをユーザーにアナウンスする（Announce Message
Status to User(s) while Replying）]オプションを有効または無効にする場合、表 17-1を参照して
ください。

メッセージ状況のアナウンス

Unity Connectionの予期される動作応答中にメッセージステータ

スをユーザーにアナウンスす

る

ユーザアクション

メッセージの状況を通知しない無効メッセージに返信する

メッセージの状況を通知しない無効メッセージに対して全員に

返信する

メッセージのステータスを通知するEnabledメッセージに返信する
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Unity Connectionの予期される動作応答中にメッセージステータ

スをユーザーにアナウンスす

る

ユーザアクション

メッセージのステータスを通知するEnabledメッセージに対して全員に

返信する

•返信または全員に返信時にメッセージのステータスを発表する：メッセージが複数の受信
者や配信リストに送信された場合、受信者には全員に返信するためのオプションがありま

す。メッセージの全員に返信するとき、受信者数が [全員に返信警告が再生されない受信
者の最大数（Maximum Number of Recipients Before Reply-all Warning）]で指定した数未満
の場合、Unity Connectionは受信者リストをユーザーに通知します。

Unity Connection 10.0 (1)以降では、ユーザーがメッセージに返信すると、受信者名のみが再生
されます。メッセージへの返信は、[全員に返信警告が再生されない受信者の最大数（Maximum
Number of Recipients Before Reply-all warning）]フィールドの値に関係なく実行されます。

管理者が [応答中にメッセージステータスをユーザーにアナウンスする（Announce Message
Status to User(s) while Replying）]オプションを有効または無効にする場合、表 17-2を参照して
ください。

メッセージ状況のアナウンス

Unity Connectionの予期される動作応答中にメッセージス

テータスをユーザーに

アナウンスする

ユーザアクション

メッセージの状況を通知しません。無効メッセージに返信する

メッセージの状況を通知しません。無効メッセージに対して全員に返信す

る

メッセージのステータスを通知しま

す。

Enabledメッセージに返信する

メッセージのステータスを通知しま

す。

Enabledメッセージに対して全員に返信す

る

•返信または全員に返信時に受信者リストを発表する：メッセージが複数の受信者や配信リ
ストに送信された場合、受信者には全員に返信するためのオプションがあります。 Unity
Connection10.0 (1)以降では、ユーザーがメッセージに返信すると、受信者名のみが再生さ
れます。メッセージへの返信は、[全員に返信警告が再生されない受信者の最大数（Maximum
Number of Recipients Before Reply-all warning）]フィールドの値に関係なく実行されます。

管理者が [応答中に受信者リストをユーザーにアナウンスする（AnnounceRecipients list toUser(s)
while Replying）]オプションを有効または無効にする場合、表 17-3を参照してください。

メッセージ状況のアナウンス
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Unity Connectionの予期される動作応答中にメッセージス

テータスをユーザーに

アナウンスする

ユーザアクション

受信者名を再生しません。無効メッセージに返信する

受信者リストを再生しません。無効メッセージに対して全員に返信す

る

受信者の名前を再生します。Enabledメッセージに返信する

受信者リストを再生します。Enabledメッセージに対して全員に返信す

る

•受信者数が最大値を超える場合に全員に返信することについてユーザーに警告する：メッ
セージが複数の受信者および/または配信リストに送信される場合、受信者には全員に返
信するためのオプションがあります。メッセージに対する受信者数が、全員への返信警告

の警告フィールドで指定された最大受信者数以上の場合、Unity Connectionはユーザーに
警告します。

•発信者情報:ユーザの会話をカスタマイズして、メッセージを再生する前に、メッセージ
を残した各発信者に関する追加情報をユーザに提供できます。発信者については、表17-4
を参照してください。

表 1 :メッセージの再生前に Unity Connectionが提供できる発信者情報

Cisco Unity Connectionは、追加の発信
者情報が提供されるとこれを再生しま

す

Cisco Unity Connectionはデフォルトで
これを再生します

メッセージの種類このタイプの発信者

が残したメッセージ

メッセージを再生する前に、名前の録

音 (利用可能な場合)とプライマリ内線
番号 (利用可能な場合)の両方を再生し
ます。

ユーザー（または発信者）に名前の録

音がない場合、Unity Connectionは代
わりにテキスト読み上げを使用して

ユーザー（または発信者）の表示名を

再生します。

ユーザー（またはコールハンドラ）

の録音名。ユーザー（または発信

者）が名前の録音を持っていない場

合、Unity Connectionは音声合成を使
用して表示名を再生します。ユーザー

に表示名がない場合、UnityConnection
は代わりにプライマリ内線を再生し

ます。

音声、レシート識別されたユーザ

(通話処理担当者を
含む)

メッセージを再生する前に、発信者の

電話番号 (ある場合)を示します。
メッセージは、発信者からのもので

あることや発信者の電話番号を告げ

ずに、再生されます。

音声外部発信者

•身元不明の発信者に対するライブ応答のダイヤルプレフィックス設定：Live Replyが有効
な場合、電話でメッセージを聞いているユーザーは、送信者に発信してメッセージに返信

できます。ユーザーが身元不明の発信者に発信して応答を試みる場合、Unity Connection
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は、電話システムにより自動番号識別（ANI）文字列で指定された発信番号を、ユーザー
のサービスクラスに関連付けられた転送規制テーブルと照合します。

•メッセージの削除:標準の会話をカスタマイズして、ユーザが削除済みメッセージを管理
する際に何を聞くかを次の方法で管理することができます。

デフォルトの代わりに、Unity Connectionがユーザーに選択を求めるプロンプトを出さず、代
わりに指定したタイプのメッセージ（削除済み音声メッセージまたはすべての削除済みメッ

セージ（必要に応じて音声とメール））を完全に削除するように指定することができます。い

ずれかの代替をセットアップするには、次のいずれかの値を入力して[複数メッセージ削除モー
ド]設定を変更します。

• 1：ユーザーはどのメッセージを削除するかを選択します。Unity Connectionから、「ボイ
スメッセージだけを削除するには1を押してください。すべてのメッセージを削除するに
は 2を押してください」というプロンプトが表示されます。（デフォルト設定）

• 2：Unity Connectionはユーザーに削除するメッセージを選択するようプロンプトしませ
ん。代わりに、Unity Connectionは削除されたボイスメッセージをすべて削除します。

• 3：Unity Connectionはユーザーに削除するメッセージを選択するようプロンプトしませ
ん。代わりに、UnityConnectionは削除されたメッセージすべて（該当する場合、音声メッ
セージ、受信確認、メールメッセージ）を削除します。

•システムプロンプトの言語:電話の言語は、Unity Connectionがユーザと発信者に再生でき
るシステムプロンプトの言語です。次の Unity Connectionコンポーネントの電話言語を設
定することができます：ユーザーアカウント、ルーティングルール、コールハンドラ、イ

ンタビューハンドラ、およびディレクトリハンドラ。

•ユーザのグリーティングからログインする:発信者入力設定により、ユーザがユーザのグ
リーティングを聞いているときに Unity Connectionにログインする方法を指定することが
できます。発信者入力の設定を使用すると、ユーザーがUnity Connectionにサインインす
るために押すことができるキーを指定できます。これにより、ユーザーグリーティングを

中断できます。また、UnityConnectionがサインインを促した後、ユーザーが聞く内容も指
定できます。

表 17-5は、ユーザが各自の挨拶または別のユーザの挨拶からUnity Connectionにログインする
方法を指定するためのオプションの概要を示しています。
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表 2 :ユーザーが挨拶から Unity Connectionにログインする方法を指定するための発信者入力オプションの概要

ベストプラクティス次の説明会話

引き続きサインインの会話を提

供します。

サインイン会話にアクセスする

ために使用されるキーを再割り

当てすることを検討している場

合、ユーザーは最初のグリー

ティングで*を押すとサインイ
ン会話にアクセスすることもあ

るということを考慮します。

身元不明の発信者としてメッ

セージを残さないようにするた

めに、ユーザーはアカウントに

関連付けられていない電話から

ユーザーに発信するときに、別

のユーザーグリーティングから

Unityコネクションにログイン
できます。 (Unity Connection
ユーザは、身元不明の発信者か

らのメッセージに返信できませ

ん。)

グリーティング中に*を押した
ときに、IDと PINの入力を求
めるプロンプトを表示します。

デフォルトでは有効になってい

ます。

サインイン

自分のグリーティングからより

早くサインインしたいユーザー

や、他のボイスメッセージシス

テムに慣れているユーザーに対

応するために、簡易サインイン

を提供します。

キー1–9はマッピングされてい
ないため、簡易サインインのカ

ンバセーションに割り当てるの

に適しています。*、0、または
#キーの使用を考えている場合
は、以下を考慮します。

•引き続きサインイン会話を
提供できるように、*キー
を再割り当てしないように

します。

• #キーはグリーティングを
スキップするようにセット

アップ済みです。これは、

ユーザが Unity Connection
会話を先に進めるために使

用するキーでもあります。

• 0キーは発信者をオペレー
タコールハンドラーに送

信するように既にセット

アップされています。

ユーザーは内線にダイヤルして

すぐにサインインでき、電話で

Unity Connectionにアクセスす
るためのパイロット番号を覚え

ておく必要はありません。

簡単サインインの方がサインイ

ンプロセス中に内線番号を再入

力する手間が省けるため、ユー

ザはサインイン会話よりも簡単

なサインインを好む場合があり

ます。 Unity Connectionは、
ユーザーがサインインしようと

しているメールボックスを決定

するために、ダイヤルされた内

線番号（発信内線番号ではな

く）を使用することに注意して

ください。

グリーティング中にキーを押す

と、ユーザにPINの入力を求め
ます。

デフォルトでは無効になってい

ます。 (簡単サインイン会話に
マップされるキーはありませ

ん。)

簡単サインイン
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Messaging
メッセージング設定ページでは、メッセージ構成値を管理することができます。各フィールド

の詳細については、ヘルプ（Help）>このページ（This Page）を参照してください。メッセー
ジの詳細については、Messagingの章を参照してください。

サイト内ネットワーク
サイト内ネットワーク設定ページでは、サイト内ネットワーク構成を管理することができま

す。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/networking/
guide/b_15cucnetx.htmlにある『Cisco Unity Connectionネットワーキングガイド、リリース 15』
を参照してください。

テレフォニー
テレフォニー設定では、Unity Connectionのテレフォニー連携設定を管理できます。各フィー
ルドの詳細については、ヘルプ（Help）>このページ（This Page）を参照してください。

テレフォニー統合の詳細については、「テレフォニーインテグレーション」の章を参照してく

ださい。

レポート
Unity Connectionのレポートは、システム構成および通話管理コンポーネントに関する情報を
収集するために生成されます。例えば、コールハンドラやユーザなどです。 Unity Connection
は、レポートを生成するためのデータを収集して保存するように自動的に設定されます。

Unity Connectionでレポートを管理するには、Cisco Unity Connection Administrationにログイン
し、[システム設定（System Settings）] > [詳細（Advanced）]を展開し、[レポート（Reports）]
を選択します。 (各フィールドの詳細については、[ヘルプ] > [このページ]を参照してくださ
い)。

利用可能なレポート

CiscoUnity Connection Serviceabilityでレポートを生成して表示できます。CiscoUnity Connection
Serviceabilityに移動するには、ナビゲーションペインで Cisco Unity Connection Serviceabilityを
選択し、[移動]を選択します。

Cisco Unity Connection Serviceabilityのレポートの生成と表示の詳細については、『Cisco Unity
Connection Serviceability管理ガイド』
http://www.cisco.com/en/US/products/ps6509/prod_maintenance_guides_list.htmlを参照してくださ
い。
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表 17-6は、Unity Connectionで利用できるレポートについて説明しています。

Unity Connectionで利用可能なレポート

出力の説明レポート名

電話からのUnity Connectionへのサインインに失敗したすべての試行に
対して次の情報を含めます。

•ログインに失敗したユーザのユーザ名、エイリアス、発信者 ID、
および内線または URI。

•ログインに失敗した日時。

•ユーザのサインインに失敗した回数が上限に達しているかどうか。

電話インターフェース

サインインに失敗しまし

た

各ユーザに関する以下の情報が含まれます。

•姓、名、およびエイリアス。

•ユーザに関連付けられたUnityConnectionまたはCiscoUnifiedCMBE
サーバを識別する情報です。

• Billing ID、サービスクラス、内線または URI。

•アカウントがロックされているかどうか。

•ユーザがパーソナル着信転送ルールを有効にしているかどうか。

Users

次のトラフィックカテゴリの合計が含まれます:

•音声。

• FAX.

•メール。

•不達確認 (NDR)

•配信確認。

•開封確認。

•時間ごとの合計。

•日単位の合計。

メッセージトラフィッ

ク

システム詳細設定

9

システム詳細設定

利用可能なレポート



出力の説明レポート名

ボイスメッセージポートに関する次の情報が含まれます。

•名前。

•処理された着信通話の数。

•処理された発信MWIコール数。

•処理されたアウトバウンド AMISコール数。

•処理された発信通知通話の数。

•処理された発信 TRAPコールの数。

•処理されたコールの合計数。

ポートアクティビティ

指定されたメールボックスストアに関する次の情報が含まれます:

•メールデータベース名。

•表示名。

•サーバ名。

•アクセスが有効かどうか。

•メールボックスストアのサイズ。

•最後のエラー。

•状況。

•メールデータベースを削除できるかどうか。

メールボックスストア

Unity Connectionまたは Cisco Unified CMBEサーバで構成されたサーチ
スペースのリストが、各サーチスペースに割り当てられたパーティショ

ンの番号付きリストと共に含まれます。

サーバがデジタルネットワークの一部である場合、レポートには、ネッ

トワーク上の他のすべての Unity Connectionロケーションについて、
サーチスペースと関連するパーティションメンバーシップもリストさ

れます。

ダイヤルプラン

すべてのユーザのリストと、Unity Connectionディレクトリで設定され
ている指定されたパーティション内の内線または URIが含まれます。
パーティションが指定されていない場合、レポートはディレクトリに設

定されているすべてのパーティションについて、すべてのユーザとその

内線番号を一覧表示します。

ダイヤル検索範囲

システム詳細設定
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出力の説明レポート名

電話サインイン、MWIアクティビティ、ユーザごとの電話デバイスへ
のメッセージ通知に関する次の情報が含まれます。

•名前、内線、およびサービスクラス。

•各アクティビティの日時です。

•各アクティビティのソースです。

•完了したアクション (例えば、サインイン、メッセージ待ち表示オ
ンまたはオフ、電話のダイヤルアウト)。

•ダイヤルアウト番号と結果 (電話デバイスへのメッセージ通知にの
み適用可能)。

•ログイン時のユーザの新着メッセージ数。

ユーザの電話サインイン

とMWI

ユーザごとに送受信されたメッセージに関する次の情報が含まれます:

•名前、内線、およびサービスクラス。

•各メッセージの日時です。

•メッセージのタイプです。

•新しいメッセージの受信やメッセージの保存など、完了したアク
ション。

•メッセージの送信者に関する情報です。

ユーザメッセージアク

ティビティ

配信リストの次の情報が含まれます。

•リストの名前と表示名です。

•リストが作成された日時です。 (日時の表記はグリニッジ標準時で
す。)

•リストに含まれているユーザの数です。

• [リストメンバーを含む]チェックボックスがオンの場合、リストの
メンバーである各ユーザのエイリアスの一覧が表示されます。

配信リスト

ユーザのエイリアス、ユーザのサインイン試行失敗回数、資格情報タイ

プが含まれます (結果が「4」の場合はUnity Connectionカンバセーショ
ンからのサインイン試行を示します。結果の「3」はウェブアプリケー
ションからのサインイン試行を示します)、アカウントがロックされた
日時が表示されます。

(日時の表記はグリニッジ標準時です。)

ユーザのロックアウト

システム詳細設定
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出力の説明レポート名

ユーザエイリアス、表示名、ユーザアカウントが作成された日時が含ま

れます。

(日時の表記はグリニッジ標準時です。)

未使用のボイスメール

アカウント

各呼び出しに関する次の情報が含まれます。

•ユーザの名前、内線番号、請求 ID。

•呼び出しが発生した日時。

•ダイヤルされた電話番号。

•転送の結果 (接続済み、応答なし (RNA)、通話中、不明)。

転送コール課金

以下の情報が含まれ、日ごとおよび通話を発信したユーザーの内線番号

ごとに整理されています。

•名前、内線番号、および請求 ID。

•発信日時です。

•発信先の電話番号。

•通話の結果です (接続、呼び出し音無応答 (RNA)、通話中、または
不明)。

•秒単位での通話の継続時間。

アウトコール請求詳細

発信を行ったユーザの名前、内線番号または URI、請求 IDにより、日
付順に整理。一日24時間リストされています、各時間に指定されたダ
イヤルアウト時間 (秒)があります。

アウトコール料金概要

各コールハンドラの次の情報が含まれます。

•通話の合計数。

•電話のキーパッドの各キーが押された回数。

•内線番号。

•無効な内線番号です。

•挨拶後のアクションが発生した回数。

•発信者が電話を切った回数。

コールハンドラトラ

フィック

Unity接続システムの構成に関するあらゆる面に関する詳細情報が含ま
れます。

システム設定

システム詳細設定
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出力の説明レポート名

指定された期間に指定されたユーザーについて、トランスクライブされ

たメッセージの合計数、失敗したトランスクリプションの合計数、およ

び切り捨てられたトランスクリプションの合計数が含まれます。すべ

てのユーザを対象にレポートが実行された場合、出力はユーザ別に表示

されます。

ユーザ別 SpeechViewア
クティビティレポート

指定期間中のシステム全体の、文字起こしされたメッセージ、文字起こ

しに失敗した数、切り捨てられた文字起こしの合計数が含まれます。

メッセージが複数の受信者に送信される場合、メッセージは1回だけ文
字起こしされるため、文字起こしアクティビティは1回だけカウントさ
れます。

SpeechViewアクティビ
ティ概要レポート

Connectionの管理
Connection Administrationは以下の管理設定を変更します。

•データベースプロキシ

•ボイスメールウェブサービス

• Cisco Unifiedモバイルアドバンテージ

•セッションタイムアウト

•スケジュールの表示

•ユーザの非アクティブタイムアウト

Cisco Unity Connectionを使用して管理設定を編集する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[システム設定（System Settings）] > [詳細（Advanced）]を展開
し、[Connection Administration]を選択します。

ステップ 2 [Connection管理の構成]ページで、適切な設定を入力し、[保存]を選択します。 (各フィールドの詳細につ
いては、[ヘルプ] > [このページ]を参照してください)。

システム詳細設定
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TRAP
TRAPは、セッションのタイムアウトとダイヤルアウトに関する電話の記録と再生の設定を変
更します。

Editing Telephone Record and Play Settings

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[システム設定（System Settings）] > [詳細（Advanced）]を展開
し、[TRAP]を選択します。

ステップ 2 [トラップ設定]ページで適切な設定を入力し、[保存]を選択します。 (各フィールドの詳細については、[ヘ
ルプ] > [このページ]を参照してください)。

ディスク容量
データベース中のメッセージに関する情報とメッセージのコンテンツは Unity Connectionサー
バにファイルとして保存されます。 Unity Connectionユーザの数、受信するメッセージの数と
継続時間、およびメッセージエージングポリシーと割り当てに指定する設定によっては、メッ

セージとグリーティングが保存されるハードディスクが一杯になる可能性があります。これに

より、Unity Connectionが機能を停止する可能性があります。ハードディスクが最大容量に近
づくと、予期しない動作が発生する場合があります。

ディスク容量のページにはメッセージとグリーティングを保存できるハードディスクの最大容

量が記載されています。ディスク容量は Cisco Unity Connection Administration > [システム設定
（System Settings）] >[詳細（Advanced）] > [ディスク容量（Disk Capacity）]で管理できます。
詳細については、ヘルプ>このページを参照してください。

ハードディスクの空き容量が指定の割合に達すると、ユーザも外部の発信者もボイスメッセー

ジを残すことができなくなります。 Unity Connectionは、エラーをログに記録し、それは[ツー
ル] > [SysLogビューア]ページのReal-Time Monitoring Toolで表示できます。

ハードディスクの使用容量がこの上限を超えている場合でも、ブロードキャストメッセージを

送信することができます。

（注）

ディスク容量の設定が変更された場合は、Cisco Unity Connection Serviceabilityで Connection
Message Transfer Agentサービスを再起動する必要があります。

システム詳細設定
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ハードディスクがここで指定した値を超えた場合、ユーザは直ちに不要なボイスメッセージを

削除する必要があります。さらに、再発を防ぐために、メッセージ期限切れポリシーとメール

ボックスの割り当てを再評価することもできます。詳細については、「メッセージストレー

ジ」の章の「メールボックスのサイズを制御する」の項を参照してください。

PCA
Cisco Personal Communications Assistant (PCA)は Cisco Personal Communications Assistantの受信
箱とセッションタイムアウトの設定を変更します。詳細については、『Cisco Unity Connection
ユーザワークステーション設定ガイドリリース 15』の「Cisco PersonalCommunicationsAssistant
へのアクセスの設定」の章を参照してください。次で入手できます https://www.cisco.com/c/en/
us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/user_setup/guide/b_15cucuwsx.html。

Cisco PCA受信箱の設定を編集する

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[システム設定（System Settings）] > [詳細（Advanced）]を展開
し、[PCA]を選択します。

ステップ 2 PCA構成ページで適切な設定を入力し、[保存]を選択します。（各フィールドの詳細については、ヘルプ
（Help）>このページ（This Page）を参照してください）。

RSS
RSS(リアルシンプルシンジケーション)は、ボイスメッセージングへのアクセスを可能にする
ウェブアプリケーションです。 RSS設定により、安全ではない RSS接続が有効になります。

デフォルトでは、Unity Connectionは SSLを使用した RSSフィードへのセキュアな接続のみを
サポートします。Apple iTunesなどの一部のRSSリーダーは安全な接続に対応していません。

安全な接続をサポートしていないRSSリーダーをユーザーが使用できるようにするには、「安
全ではない RSS接続を有効にする」の項（17-11ページ）を参照してください。

安全ではない RSS接続を有効にする

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connectionの管理で、[システム設定]を展開します。[詳細]を選択し、[RSS]を選択します。

システム詳細設定
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ステップ 2 [RSS構成]ページで、[セキュアではない RSS接続を許可]チェックボックスにチェックを入れ、[保存]を
選択します。（各フィールドの詳細については、ヘルプ（Help）>このページ（This Page）を参照してく
ださい）。

ボイスメッセージを表示するように RSSリーダーを設定する
ユーザは RSSリーダーを設定してボイスメッセージを表示することができます。いくつかの
重要な考慮事項を次に示します。

• RSSリーダーで次の URLを使用する:

– https://<Unity Connection server name>/cisco-unity-rss/rss.do

サーバ名はUnity Connectionサーバのホスト名、IPv4アドレス、または IPv6アドレスのいずれ
かになります。

•ユーザが RSSフィードに接続するとき、以下を提供する必要があります。

•ユーザ名:ユーザエイリアスを入力します。

•パスワード:ユーザのCisco PCAパスワード (ウェブアプリケーションパスワードとも
呼ばれます)を入力します。

RSSフィードの制限と動作に関する注意点
• 20件の未読メッセージだけが RSSフィードに表示されます。

•メッセージがセキュアまたはプライベートである場合、実際のメッセージの代わりにおと
りメッセージが再生されます。おとりメッセージは、メッセージがセキュアまたはプライ

ベートであること、およびユーザが電話で発信してメッセージを取得する必要があること

を示します。

•ブロードキャストメッセージは RSSフィードに含まれません。

•メッセージを削除できません。メッセージには既読のマークしか付けられません。

•メッセージに既読のマークを付けると、RSSフィードからメッセージが除去されます。

•現時点でサポートされている言語は米国英語のみです。

•ディスパッチメッセージは、受け入れる、拒否する、または延期することはできません。
ディスパッチメッセージに既読のマークを付けることはできません。ディスパッチメッ

セージは、別のインタフェース経由で処理されるか、別の受信者によって受け取られるま

で、RSSフィードに残ります。

•一部の RSSリーダーでは、メッセージの説明にハイパーリンクを含めることができませ
ん。これらのリーダーには、メッセージを既読としてマークするオプションがフィードに

提供されません。

システム詳細設定
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•複数のパートがあるメッセージの場合 (例えば、導入部のある転送メッセージ)、メッセー
ジのすべてのパートを再生できるわけではありません。最初の部分 (例えば、イントロ)
のみが再生され、件名行は、さらに添付ファイルがあることを示します。ユーザは電話で

コールインして、残りのメッセージ部分を取得する必要があります。

クラスタ設定
[クラスター構成]設定ページでは、サーバーが一つ機能しないメンテナンスウィンドウのシナ
リオで、クラスターを管理できます。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/
voice_ip_comm/connection/15/install_upgrade/guide/b_15cuciumg.htmlにある『Cisco Unity Connection

インストール、アップグレード、メンテナンスガイド、リリース15』の「CiscoUnityConnection
クラスタを設定する」の章を参照してください。

ファックス
[ファックス設定]ページでは、成功または失敗したファックスの件名プレフィックス、および
ファックスファイルタイプを管理できます。詳細は FAXサーバの章を参照してください。

ユニファイドメッセージングサービス
ユニファイドメッセージングサービス設定は、ユニファイドメッセージング機能でサポートさ

れるカレンダーと連絡先の統合の設定を定義します。詳細については、ユニファイドメッセー

ジングを参照してください。

API設定
アプリケーションプログラミングインターフェイス (API)は、Unity Connectionにプロビジョ
ニング、メッセージング、およびテレフォニーアクセスを提供します。CiscoUnityConnection
メッセージングインターフェイス (CUMI) APIの設定を有効または無効にするために使用され
ます。詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/15/design/
guide/b_15cucdg.htmlにある『Cisco Unity Connection設計ガイド、リリース 15』の「Cisco Unity
Connection概要」の章を参照してください。

システム詳細設定
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CUMI API設定の有効化または無効化

手順

ステップ 1 Cisco Unity Connection Administrationで、[システム設定（System Settings）] > [詳細（Advanced）]を展開
し、[API設定（API Settings）]を選択します。

ステップ 2 [API設定]ページで適切な設定を入力し、[保存]を選択します。（各フィールドの詳細については、ヘル
プ（Help）>このページ（This Page）を参照してください）。

システム詳細設定
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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